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こ
の
た
び
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
国
民
ス
ポ
ー
ツ

担
当
大
臣
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
小
坂
憲
次
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

文
部
科
学
大
臣
は
、
教
育
を
中
心
と
す
る
人
づ
く

り
、
国
力
を
支
え
る
科
学
の
振
興
や
技
術
開
発
、
文

化
の
振
興
等
、
活
力
あ
る
国
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る

幅
広
い
分
野
に
お
い
て
重
要
な
任
務
を
担
う
ポ
ス
ト

で
あ
り
、
大
き
な
責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
我
が
国
は
、
社
会
の
急
速
な
変
化
や
国
際
化

の
進
展
の
下
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
改
革
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
義
務
教
育
の
構
造
改
革
な
ど
当
面
す

る
喫
緊
の
課
題
に
対
し
ま
し
て
は
、
国
民
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
我
が
国
の
将
来
を
見
据

え
た
、「
教
育
・
文
化
立
国
」
と
「
科
学
技
術
創
造

立
国
」
の
実
現
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
若
干
申
し
上
げ
れ
ば
、
ま

ず
義
務
教
育
の
構
造
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
義
務

教
育
が
人
間
形
成
の
基
礎
で
あ
り
、
ま
た
国
家
社
会

発
展
の
礎
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

国
が
し
っ
か
り
責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
の
答
申
「
新
し
い
時

代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」
を
真
摯
に
受
け
と
め

て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
地
方
分
権
を
推
進
し
、
三

位
一
体
改
革
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
り
、
多
く
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
拙
速
を

さ
け
て
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
英
語
教
育
に
つ
い
て
多
く
の
議
論

が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及

と
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
人
が
様
々
な
場
面
で
外
国
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
英

語
力
は
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
小
学

校
段
階
か
ら
の
英
語
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
基
本
法
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
教
育
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
で
あ

り
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
化
時
代
に
お

け
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日
本
人
を
育
成
す
る
と

い
う
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を
受
け
と
め
、
速
や
か

に
改
正
に
向
け
た
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
・
学
術
に
つ
き
ま
し
て
は
、
科
学
技
術

創
造
立
国
の
実
現
に
向
け
、
来
年
度
か
ら
の
第
三
期

科
学
技
術
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
総
合

科
学
技
術
会
議
と
協
力
し
て
、
政
府
全
体
と
し
て
よ

り
良
い
計
画
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
第
二
期
を
超
え
る
予
算
の
確
保
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
文
化
芸
術
の

振
興
を
図
る
た
め
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
に
対
す
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

な
ど
新
た
な
文
化
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
の
文
化
を

海
外
へ
発
信
し
て
い
く
な
ど
、
国
内
外
の
人
々
を
魅

了
す
る
「
文
化
力
」
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
自
身
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
が
開
催
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
県
」
長

野
の
出
身
で
も
あ
り
、
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
競
技
者
の
育
成
・
強
化
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
な
ど
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
学
校
教
育
は
、
国
立
、
公
立
、

私
立
の
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、
そ

の
発
展
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
、
私
立
学

校
は
独
自
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
個
性
豊
か
で
特

色
あ
る
教
育
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が

国
の
学
校
教
育
の
普
及
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
少
子
化
に
伴
う
就
学
者
の
減
少
な
ど
私
立

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
私
立
学
校
に
対
す
る

社
会
の
要
請
に
応
え
、安
定
し
た
経
営
基
盤
の
上
で
、

社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
た
特
色
あ
る
教
育
研

究
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
就
任
に
あ
た
り
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
私
学
助
成
の
充
実
を
は
じ
め
、
私
学
の
振
興

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
関
係
の
皆
様
方
の
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

就 

任 

あ 

い 

さ 

つ
教
育
改
革
の
推
進
と

教
育
改
革
の
推
進
と

　
　
　
　

私
学
振
興
に
尽
力

　
　
　
　

私
学
振
興
に
尽
力

　
　
　
　

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣　

小こ　

坂さ
か
さ
か　

憲け
ん
け
ん　

次じ

奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄

奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄宴延宴奄
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私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
係
る
平
成
十
七
年
の
会
計

検
査
院
の
実
地
検
査
は
、
四
月
に
、
法
人
数
で
二
法
人
（
大

学
法
人
二
法
人
）、
学
校
数
で
三
校
（
大
学
二
校
、
短
期
大

学
一
校
）
に
対
し
て
行
わ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

検
査
は
、
一
般
補
助
に
つ
い
て
の
認
定
関
係
で
は
、
補
助

金
算
定
の
対
象
と
な
っ
た
専
任
教
職
員
が
所
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
否
か
に
着
目
す
る
ほ
か
、
経
費
関
係
で
は
補

助
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
教
育
研
究
経
費
支
出
等
の
額
に
対

象
外
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
特
別
補
助
の
項
目
に

つ
い
て
、
補
助
金
算
定
の
対
象
と
な
ら
な
い
学
生
等
や
所
要

経
費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
等
に
着
目
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
補
助
金
交
付
要
件
が
不
備
で
、
会
計
検
査
院

よ
り
「
補
助
金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
個
別

学
校
の
指
摘
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
会
計
検
査

院
が
国
会
へ
決
算
報
告
す
る
「
不
当
事
項
」
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

助
成
部
で
は
、
不
当
事
項
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
地
検

査
対
象
の
学
校
法
人
の
補
助
金
事
務
処
理
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
各
種
調
査
票
等
の

補
助
金
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
注
意
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部
補
助
金
課　

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
七
九
〜
八
四

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

助
成
部
特
別
補
助
課
☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
八
五
〜
八
八

 

八
四
六
五
〜
六
六

Ｅ
メ
ー
ル　

tokuho@
shigaku.go.jp

　

平
成
十
七
年
度
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
第
一
次

交
付
に
つ
い
て
は
、
六
一
七
法
人
八
七
七
校
に
対
し
、
一
、

〇
六
五
億
七
、
七
四
九
万
八
、
〇
〇
〇
円
を
十
一
月
末
に
交

付
し
ま
し
た
。

　

第
一
次
交
付
の
交
付
対
象
費
目
は
、
昨
年
度
ま
で
は
、
専

任
教
員
等
給
与
費
、
専
任
職
員
給
与
費
及
び
教
育
研
究
経
常

費
の
三
費
目
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
こ
れ
に
教
職
員
福
利

厚
生
費
、
厚
生
補
導
費
を
加
え
た
五
費
目
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
専
任
教
員
等
給
与
費
及
び
専
任
職
員
給
与
費
に
つ
い

て
は
、
退
職
金
財
団
掛
金

補
助
分
を
含
め
て
交
付
し

ま
し
た
。

　

今
回
交
付
し
た
補
助
金

額
は
、
十
七
年
五
月
一
日

現
在
の
専
任
教
職
員
数
・

学
生
数
を
基
礎
と
し
て
、

原
則
と
し
て
十
六
年
度
の

配
分
基
準
に
よ
り
補
助
金

額
を
算
定
し
、
さ
ら
に
圧

縮
率
（
総
額
で
該
当
費
目

の
節
約
後
予
算
額
の
五
〇

％
に
圧
縮
）
を
乗
じ
て
得

た
金
額
で
す
。

　

な
お
、
今
回
交
付
し
な

い
非
常
勤
教
員
給
与
費
、

研
究
旅
費
、
私
立
大
学
奨

学
事
業
費
及
び
特
別
補
助

に
つ
い
て
は
、
十
八
年
三

月
に
交
付
す
る
予
定
で

す
。

◇
私
立
学
校
法
に
規
定
す
る
財
務
書
類
等
の
閲
覧
義
務
に
違

反
し
た
場
合
の
不
交
付
措
置

　

私
立
学
校
法
の
改
正
に
よ
り
、
財
務
書
類
等
の
閲
覧
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
法
第
四
十
七
条
に

規
定
す
る
財
務
書
類
等
の
閲
覧
義
務
に
違
反
し
た
場
合
は
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
取
扱
要
領
４
の
補
助
対
象
外
法

人
等
に
該
当
し
、
補
助
金
は
不
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
の
総
務
省
に
よ
る
私
立
学
校
の
振
興
に
関

す
る
行
政
評
価
・
監
視
結
果
に
基
づ
く
勧
告
を
受
け
、
役
員

等
の
年
間
給
与
額
に
よ
る
補
助
金
額
の
調
整
（
高
額
給
与
調

整
）
に
つ
い
て
、
基
準
額
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
、
運
営
審
議
会
及
び
理
事
会
に
お
い
て

国
立
大
学
法
人
の
状
況
を
踏
ま
え
、
基
準
額
を
次
の
よ
う
に

見
直
す
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
省
庁
と

の
協
議
を
経
て
、
十
八
年
度
補
助
金
か
ら
適
用
す
る
予
定
で

す
。

役
員　
　
　
　

二
、
二
〇
〇
万
円　

↓　

二
、
〇
〇
〇
万
円

専
任
教
員　
　

一
、
八
〇
〇
万
円　

↓　

一
、
六
〇
〇
万
円

専
任
職
員　
　

一
、
二
〇
〇
万
円
（
現
行
ど
お
り
）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
七
九
〜
八
四

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

平成17年度私立大学等経常費補助金交付状況（第一次）

区　分 法人数 学校数 当初予算額 交付決定額
（資金交付額）

法人 校 千円 千円
大 学 480 510 － 95,868,502
短 期 大 学 136 364 － 10,494,609
高等専門学校 1 3 － 214,387
合　　計 617 877 329,250,000 106,577,498

　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

　

 

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
結
果 　

　

平
成
十
七
年
度

　
　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

　

 

第
一
次
交
付 　

平
成
十
七
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
の
配
分
に
係
る
見
直
し
に
つ
い
て

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
係
る
平
成
十

八
年
度
以
降
の
配
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
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一　

薬
剤
師
養
成
課
程
六
年
制
化
に
伴
う
処
理

に
つ
い
て

　

薬
剤
師
養
成
課
程
が
六
年
制
化
す
る
の

に
伴
い
、
平
成
十
八
年
四
月
に
既
存
の
薬

学
部
薬
学
科
を
募
集
停
止
し
、
六
年
制
の
薬
学

科
と
四
年
制
の
薬
科
学
科
と
を
新
設
し
ま
す

が
、
開
設
前
に
要
し
た
支
出
は
資
金
収
支
内
訳

表
で
ど
の
部
門
に
部
門
計
上
す
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

　

十
六
年
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、

十
八
年
四
月
の
薬
学
部
入
学
者
か
ら
、
薬

剤
師
養
成
を
行
う
課
程
（「
臨
床
に
係
る
実
践

的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る

薬
学
を
履
修
す
る
課
程
」。以
下「
六
年
制
学
部
・

学
科
」
と
い
う
。）
の
修
業
年
限
が
四
年
か
ら

六
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
薬
剤
師
法
が
改
正
さ
れ
、
十
八
年
四
月

の
薬
学
部
入
学
者
か
ら
六
年
制
学
部
・
学
科
を

卒
業
し
な
い
と
、
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受
験
資

格
は
原
則
と
し
て
与
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
研
究
者
養
成
な
ど
多
様
な
人
材
養
成

を
目
的
と
し
た
課
程
は
四
年
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
四
年
制
学
部
・
学
科
の
卒
業
者
が
薬
学

関
係
の
修
士
又
は
博
士
の
課
程
を
修
了
し
、
さ

ら
に
六
年
制
学
部
の
卒
業
生
に
比
べ
不
足
し
て

い
る
医
療
薬
学
系
科
目
や
実
務
実
習
等
の
単
位

を
、
一
定
期
間
内
に
六
年
制
学
部
に
お
い
て
追

加
で
履
修
し
、
六
年
制
学
部
の
卒
業
生
と
同
等

で
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
個
別
に
認
め
た
場

合
に
は
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
特
例
は
二
十
九
年
ま
で
の
入
学
者

に
限
ら
れ
ま
す
。

　

す
で
に
薬
学
を
履
修
す
る
学
部
又
は
学
科
を

有
す
る
大
学
が
六
年
制
学
部
・
学
科
を
設
置
す

る
に
は
概
ね
以
下
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
修
業
年
限
を
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
す
る

②
既
存
の
学
科
を
廃
止
し
、
新
た
に
六
年
制

学
科
を
設
置
す
る

③
既
存
の
学
科
を
廃
止
し
、
新
た
に
六
年
制

学
科
と
四
年
制
学
科
を
設
置
す
る

④
既
存
の
学
科
は
存
続
し
、
新
た
に
六
年
制

学
科
を
設
置
す
る

　

質
問
は
③
の
場
合
で
す
が
、
新
た
な
学
部
等

を
増
設
し
た
場
合
に
要
し
た
支
出
に
つ
い
て
は

「
資
金
収
支
内
訳
表
等
の
部
門
別
計
上
及
び
配

分
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭
和
五
十
五
年
十
一

月
四
日
文
部
省
管
理
局
長
通
知
）
の
と
お
り
、

開
設
ま
で
に
学
科
の
設
置
に
要
し
た
支
出
は

「
学
校
法
人
部
門
」
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
新
設
の
学
科
が
既
存
の
学
科
に
対

し
て
実
体
的
な
変
更
を
伴
う
こ
と
な
く
設
置
さ

れ
た
場
合
、「
薬
学
部
」
の
部
門
で
処
理
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
旨

を
脚
注
表
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
①
の
場
合
は
学
部
等
の
新
設
は
伴
い

ま
せ
ん
の
で
「
薬
学
部
」
の
部
門
で
処
理
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

二　

各
種
団
体
の
会
費
に
つ
い
て

　

活
動
の
内
容
が
教
育
研
究
に
関
す
る
も

の
か
ら
経
営
に
関
す
る
も
の
ま
で
、
様
々

な
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
な
団
体
の
会
費
は

「
教
育
研
究
経
費（
支
出
）」か「
管
理
経
費（
支

出
）」
か
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
団
体
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
目
的
や
そ
の
団
体
か
ら
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
よ
っ
て
教
育
研
究
経

費
か
管
理
経
費
か
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
質
問
の
よ
う
に
そ
の
内
容
が
教
育

研
究
に
係
る
も
の
以
外
に
、
明
ら
か
に
管
理
経

費
で
処
理
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
合
理
的
に
按
分
す
る

な
ど
に
よ
り
、支
出
額
を
「
教
育
研
究
経
費
（
支

出
）」
と
「
管
理
経
費
（
支
出
）」
に
区
分
し
て

処
理
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
四
九
〇
一
〜
〇
二

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

ＡＡＡ

ＡＡＡ

　
 

経

営

実

務

Ｑ

＆

Ａ

学
校
法
人
か
ら
私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
会
計
処
理
に
関
す
る

質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（参考）薬剤師国家試験の受験資格について

○学士（薬学）
実習

○修士等

○学士（薬科学）

≪現行≫ ≪６年制≫ ≪４年制経過措置≫

※６年制学科と４年制学科の場合

追加履修、
厚労大臣
の認定等

↑

２年次

１年次

↑

薬剤師国家試験

↑

↑

２年次

１年次

６年次

５年次

４年次

３年次

４年次

３年次

２年次

１年次

①修業年限延長
②新設

薬
学
部
（
薬
科
学
科
）

○学士（薬学）

４年次

３年次

２年次

１年次

薬
学
部
（
薬
学
科
）

薬
学
部
（
薬
学
科
）

大
学
院
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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
学
校
の
教
育
研
究

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学

校
法
人
が
企
業
な
ど
の
法
人
か
ら
寄
付
金
を
募

集
す
る
場
合
、本
事
業
団
が
寄
付
金
を
受
入
れ
、

こ
れ
を
寄
付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付

す
る
「
受
配
者
指
定
寄
付
金
」
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
利
用
に
あ
た
っ

て
多
く
寄
せ
ら
れ
た
質
問
は
Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
本

事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
寄
付
金
の
受
入
れ
に
関
し
て
新

た
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
事
務
手
続
き

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
七
月
号
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．

91
）
及
び
本
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

寄
付
金
を
学
校
法
人
で
と
り
ま
と
め
て
事

業
団
へ
払
い
込
む
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す

が
、
直
接
寄
付
者
か
ら
事
業
団
へ
払
い
込
む

方
法
を
併
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　

可
能
で
す
。
本
事
業
団
へ
の
寄
付
金
の
払
い

込
み
方
法
は
自
由
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
本
事
業
団
指
定
銀
行
へ
の
寄
付
金
の
振
込

み
に
あ
た
っ
て
は
、
本
事
業
団
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
振
込
依
頼
書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
寄
付
申
込
書
」
は
必
ず
学
校
法
人
を
通

じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
団
へ
の
振
込
み
に
あ
た
っ
て
振
込
手

数
料
は
生
じ
ま
す
か
。

　

本
事
業
団
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
振
込
依
頼

書
」
を
利
用
し
て
、
振
込
依
頼
書
に
記
載
し
て

あ
る
銀
行
の
本
支
店
か
ら
寄
付
金
の
振
込
み
を

し
た
場
合
、振
込
手
数
料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

寄
付
金
の
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
直
接
事

業
団
へ
振
込
む
方
法
と
学
校
法
人
が
と
り
ま

と
め
て
振
込
む
方
法
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

⑴
寄
付
者
が
直
接
本
事
業
団
へ
振
込
む
場
合

①
メ
リ
ッ
ト

　
　

寄
付
者
の
決
算
期
に
合
わ
せ
た
寄
付
金
支

出
が
可
能
。（
入
金
日
が
寄
付
金
受
領
日
と

な
る
の
で
、
決
算
期
で
の
損
金
算
入
が
可

能
）

②
デ
メ
リ
ッ
ト

　
　

学
校
法
人
で
募
金
状
況
を
把
握
し
に
く

い
。（
本
事
業
団
か
ら
送
付
さ
れ
る
受
領
書

で
入
金
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
）

⑵
学
校
法
人
が
取
り
ま
と
め
る
場
合

①
メ
リ
ッ
ト

　
　

学
校
法
人
で
募
金
状
況
を
把
握
し
や
す

い
。（
寄
付
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
書
類
、
寄

付
金
の
入
金
等
に
よ
り
募
金
状
況
を
一
括
し

て
把
握
で
き
る
）

②
デ
メ
リ
ッ
ト

　
　

寄
付
者
の
支
出
日
と
本
事
業
団
へ
の
入
金

日
と
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
寄
付
者

の
決
算
期
に
注
意
が
必
要
。（
本
事
業
団
へ

の
入
金
日
を
も
っ
て
寄
付
金
受
領
日
と
な
る

の
で
、
日
付
に
よ
っ
て
は
決
算
期
で
の
損
金

算
入
が
認
め
ら
れ
な
い
）

　

企
業
等
か
ら
事
業
団
へ
寄
付
金
を
直
接
振

込
ん
だ
場
合
、
学
校
法
人
に
入
金
が
あ
っ
た

旨
の
連
絡
は
あ
り
ま
す
か
。

　

現
在
、
寄
付
金
の
入
金
を
確
認
し
た
時
点
で

受
配
者
と
な
る
学
校
法
人
へ
連
絡
す
る
こ
と
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
電
話
等
で
ご
照
会
が
あ
っ

た
場
合
の
み
、
入
金
額
等
に
つ
い
て
口
頭
で
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

　

高
額
な
寄
付
金（
一
、〇
〇
〇
万
円
以
上
）

を
三
社
か
ら
受
け
る
予
定
で
す
。
一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
の
寄
付
申
出
が
あ
る
場
合
に
提
出

す
る
「
受
配
者
指
定
寄
付
金
に
係
る
確
認

書
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
三

社
と
も
同
じ
回
答
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
確

認
書
の
提
出
を
一
部
に
し
て
よ
ろ
し
い
で
す

か
。

　

「
受
配
者
指
定
寄
付
金
に
係
る
確
認
書
」は
、

寄
付
者
別
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

確
認
事
項
に
対
す
る
回
答
が
同
じ
で
あ
っ
て
も

寄
付
者
数
だ
け
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
ご
質
問
の
場
合
、一
、
〇
〇
〇

万
円
を
超
え
る
寄
付
者
が
三
社
あ
り
ま
す
の

で
、「
受
配
者
指
定
寄
付
金
に
係
る
確
認
書
」

は
三
部
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
を
分
割
し
て
振
込
ん
だ
場
合

で
も
、
寄
付
金
額
が
合
計
一
、
〇
〇
〇
万
円
以

上
に
な
る
場
合
は
、「
受
配
者
指
定
寄
付
金
に

係
る
確
認
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

寄
付
金
振
込
報
告
書
の
提
出
時
に
、
各
寄

付
者
名
及
び
寄
付
金
額
が
確
認
で
き
る
資
料

を
添
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
様
式
と
な
り
ま
す
か
。

　

特
に
様
式
を
定
め
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
必
要
事
項

を
明
記
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
様
式
は
自
由
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
法
人
か

ら
提
出
さ
れ
た
書
類
で

は
以
下
の
よ
う
な
様
式

で
の
提
出
が
多
い
よ
う

で
す
。
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
九
一
〜
九
二

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

NO 寄付者名 金額（円） 備　　考
1 ○○株式会社 100,000
2 有限会社△△ 200,000 分割3回目計600,000円

～ ～ ～

計 800,000

ＡＡＡ Ｑ

ＡＡＡ ＱＡＡＡ Ｑ

ＡＡＡ ＱＡＡＡ Ｑ

ＡＡＡ Ｑ

受
配
者
指
定

　
　

寄
付
金
Ｑ
＆
Ａ
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大
学
全
入
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
二
〇
〇
七

年
を
目
前
に
控
え
、
学
齢
人
口
減
少
に
対
応
す

べ
く
、
各
私
学
に
お
い
て
は
既
に
様
々
な
取
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
内
容
や
授
業
方
法
の
改
善
を
目
的
と
す

る
Ｆ
Ｄ
（Faculty D

evelopm
ent

）
や
、
研

修
の
充
実
に
よ
る
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図

る
Ｓ
Ｄ
（Stuff  D

evelopm
ent

）
を
積
極
的

に
進
め
て
、
私
立
学
校
の
構
成
員
の
ス
キ
ル
を

高
め
て
い
く
方
策
も
そ
の
よ
う
な
取
組
み
の
一

環
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
で
は
こ
の
Ｆ
Ｄ
＝
教
員
、
Ｓ
Ｄ
＝
職
員

と
い
う
構
造
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

ご
紹
介
す
る
取
組
み
は
こ
の
構
造
を
越
え
て
、

教
職
員
一
体
型
の
総
合
的
な
人
材
開
発
と
職
制

改
革
を
目
指
す
事
例
で
す
。

　

私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
四
月

に
愛
知
県
の
中
京
女
子
大
学
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
谷
岡
郁
子
学
長
の
下
、
事
務

局
長
（
改
革
当
初
）
と
し
て
教
職
員
組
織
の
刷

新
に
着
手
さ
れ
て
い
る
、
八
木
沼
圭
司
常
務
理

事
・
経
営
管
理
局
長
（
以
下
、
八
木
沼
氏
）
が

提
唱
す
る
Ａ
Ｄ
（A

dm
inistrative D

evelop-
m
ent

）
の
内
容
を
詳
し
く
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
以
下
に
現
在
も
な
お
進
行
中
で
あ
る

同
大
学
の
改
革
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
私
学
経
営
に
必
要
な
組
織
づ
く
り
と
人

材
育
成
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

一　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
は

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（A

dm
inistra-

tor

）
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
非
常
に
注
目
を

集
め
て
い
る
言
葉
で
、
米
国
の
大
学
で
は
学
長

以
下
副
学
長
や
部
門
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
に

相
当
す
る
職
位
を
指
し
ま
す
。
米
国
の
場
合
に

は
、
財
務
担
当
や
入
試
担
当
、
教
務
担
当
と
い

っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
専
門
の
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
が
お
り
、
彼
ら
は
各
自
の
専
門
領

域
に
応
じ
た
学
位
や
経
験
を
有
し
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
従
来
の
大
学
職
員

と
比
べ
る
と
、
非
常
に
専
門
性
が
高
く
、
学
内

で
の
異
動
よ
り
も
学
校
間
で
の
「
転
職
」
が
一

般
的
と
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
私
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
に

対
応
す
べ
く
、
大
学
経
営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
養
成
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
日
本
で

も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
米
国
型
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
準
ず

る
、
専
門
技
能
を
有
し
た
大
学
職
員
の
養
成
を

目
的
と
し
て
、
様
々
な
学
会
や
研
修
会
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ご
存
知
の
通
り

で
す
。
二
〇
〇
一
年
に
は
桜
美
林
大
学
大
学
院

に
お
い
て
「
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

専
攻
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
大
学
職
員
養
成
の
た

め
の
専
門
職
大
学
院
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
こ
う
し
た
教
育
・
研
修
活
動
は
今
後
も
活

発
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

二　

 

中
京
女
子
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
定
義

　

今
回
の
中
京
女
子
大
学
の
事
例
で
す
が
、
こ

こ
で
八
木
沼
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
、
前
述
の
米
国
型
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
は
、
そ
の
定
義
に
お
い
て
若

干
異
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
大
学
経
営
上
の
複
数
の
分
野
に
お

け
る
専
門
技
能
を
有
し
、
か
つ
大
局
的
・
戦
略

的
視
点
か
ら
大
学
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人

材
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。「
複
数
の
分
野
」

と
い
う
箇
所
が
重
要
で
あ
り
、八
木
沼
氏
は「
確

固
た
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
ジ
ェ
ネ

ラ
リ
ズ
ム
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
米
国
型
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

場
合
、
彼
ら
が
有
す
る
専
門
技
能
は
一
分
野
と

さ
れ
、
担
当
者
の
不
在
が
そ
の
ま
ま
学
校
と
し

て
の
機
能
の
不
在
を
意
味
し
ま
す
。
複
数
分
野

の
専
門
家
を
有
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題

を
補
完
し
よ
う
と
す
る
考
え
か
ら
定
義
付
け
ら

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

三　

従
来
職
制
と
の
関
係

　

Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
検
討
が
進
む
現
在
、
専
門
職

と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
は
、

一
般
に
Ｓ
Ｄ
の
分
野
に
お
い
て
の
み
議
論
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
現
行
の
大
学
職
員
の
発
展

形
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
い
う

構
図
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
八
木
沼
氏
が
指
摘
し
た
点

は
、
教
員
組
織
と
職
員
組
織
と
の
両
輪
構
造
、

あ
る
い
は
対
立
構
造
か
ら
の
脱
却
の
必
要
性
で

す
。
教
育
の
専
門
職
と
、
経
営
の
専
門
職
と
い

う
二
元
論
で
は
な
く
、
教
育
研
究
か
ら
経
営
ま

で
、
私
学
経
営
全
体
を
一
元
的
に
論
じ
る
構
造

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
中
京
女
子
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
は
、
教
員
か
ら
も
職
員
か
ら

も
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
教
員
で

も
職
員
で
も
な
い
、
第
三
の
職
域
を
提
唱
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四　

Ａ
Ｄ
の
概
要

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
中

京
女
子
大
学
に
お
け
る
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
と
は
、
ど
う
い
う
人
物
を
指
す
か
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
こ
で
実
際
に
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
に
相
応
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
人
材
開
発
・
育

成
の
過
程
こ
そ
が
Ａ
Ｄ
（A

dm
inistrative 

D
evelopm

ent

）
な
の
で
す
。
Ａ
Ｄ
は
①
人
材

の
獲
得
と
②
人
材
の
開
発
の
二
つ
に
区
分
で
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
を
中
心
と
し
た
職
制
改
革

　
　
　
　
　
　

〜
中
京
女
子
大
学
の
事
例
〜

Ａ
Ｄ
を
中
心
と
し
た
職
制
改
革

　
　
　
　
　
　

〜
中
京
女
子
大
学
の
事
例
〜

Ａ
Ｄ
を
中
心
と
し
た
職
制
改
革

　
　
　
　
　
　

〜
中
京
女
子
大
学
の
事
例
〜
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①
人
材
の
獲
得

　

中
京
女
子
大
学
の
事
例
で
は
、
Ａ
Ｄ
の
遂
行

に
あ
た
っ
て
必
要
な
人
材
を
、
外
部
か
ら
中
途

採
用
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
人
物
像
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
「
目
的
達

成
・
成
果
志
向
型
の
行
動
特
性
を
持
ち
、
改
革
・

刷
新
行
動
力
の
あ
る
者
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
変
倍
率
の
高
い
選
考
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
人
物
を
見
抜
く
た
め
に
、
思
考
・
行
動
特
性

や
価
値
観
に
注
視
し
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

八
木
沼
氏
の
言
葉
に
「
同
じ
価
値
観
を
持
っ

た
人
間
を
集
め
て
、
金
太
郎
飴
を
作
る
わ
け
で

は
な
い
。
学
長
や
局
長
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
分

身
）
と
し
て
働
け
る
、
教
育
や
組
織
運
営
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
・
価
値
観
を
シ
ェ
ア
で

き
る
人
材
を
集
め
た
か
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の

考
え
が
よ
く
現
れ
た
採
用
が
実
施
さ
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

②
人
材
の
開
発

　

い
よ
い
よ
Ａ
Ｄ
の
核
心
と
な
る
部
分
で
す

が
、
こ
こ
で
は
前
述
の
外
部
か
ら
採
用
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
と
、
現
有
の
職
員
メ
ン
バ
ー
と
の
両

面
か
ら
の
開
発
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

採
用
者
に
対
し
て
は
、
八
木
沼
氏
が
自
ら
コ

ー
チ
ン
グ
と
メ
ン
タ
リ
ン
グ
を
施
し
、
基
本
的

な
価
値
観
の
共
有
と
、
意
思
の
疎
通
を
図
り
ま

し
た
。
こ
の
指
導
者
自
ら
実
施
す
る
と
い
う
姿

勢
が
、
改
革
マ
イ
ン
ド
を
徹
底
す
る
上
で
大
変

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
採
用
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
実
際
の
配

属
先
と
は
別
に
、
企
画
・
調
整
課
と
い
う
物
理

的
オ
フ
ィ
ス
を
持
た
な
い
セ
ク
シ
ョ
ン
を
兼
務

す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
特
徴
的
で
す
。

　

企
画
・
調
整
課
員
は
、
本
務
の
セ
ク
シ
ョ
ン

で
の
改
革
推
進
の
中
心
と
し
て
動
き
、
そ
の
企

画
・
調
整
を
任
務
と
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
企
画
・

調
整
課
長
は
八
木
沼
氏
が
兼
務
し
て
お
り
、
採

用
者
の
本
務
セ
ク
シ
ョ
ン
の
課
長
と
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
採
用
者
の
ケ
ア
を
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
現
有
の
職
員
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て

は
、
改
革
の
開
始
か
ら
三
年
以
内
に
、
ほ
ぼ
全

職
員
を
異
動
し
、
視
野
の
拡
大
を
目
指
す
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ズ
ム
」

の
確
立
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

一
般
に
言
っ
て
、
現
有
の
職
員
組
織
を
改
革

す
る
上
で
、
最
も
問
題
と
な
る
の
は
「
意
識
改

革
」
の
部
分
で
す
。
こ
れ
は
中
京
女
子
大
学
で

も
同
様
で
し
た
。
そ
こ
で
八
木
沼
氏
は
外
部
か

ら
の
採
用
者
と
同
じ
人
物
像
を
、
現
有
の
職
員

に
も
求
め
、
い
か
に
業
務
の
改
革
・
改
善
を
推

進
し
、
こ
れ
に
貢
献
し
た
か
を
職
員
と
し
て
の

評
価
の
第
一
基
準
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
従
来
の
ま
ま
で
は
同
大
学
の
職
員
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
識
変
化
を
促
し
、
職

員
が
積
極
的
に
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
生
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

五　

文
化
・
風
土
の
醸
成

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
、
中
京
女
子
大
学
で

は
、
職
員
が
自
ら
大
学
経
営
に
お
け
る
業
務
に

つ
い
て
学
び
、
議
論
し
あ
う
と
い
う
組
織
が
係

長
（
当
時
）
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
企
画
さ
れ
、

現
在
で
は
自
己
啓
発
研
修
会
と
し
て
、
毎
年
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
八
木
沼
氏
は
、「
意
識
改
革
に

よ
っ
て
人
が
変
わ
っ
て
き
た
結
果
、
自
立
（
自

律
）
し
た
個
の
集
団
と
い
う
風
土
が
醸
成
さ
れ

て
き
た
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

中
京
女
子
大
学
の
事
例
に
お
い
て
特
徴
的
な

点
は
、
改
革
の
順
序
と
し
て
ま
ず
「
文
化
あ
り

き
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
「
制
度
」
が
つ
い

て
く
る
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
八
木

沼
氏
は
、「
制
度
あ
り
き
」
で
は
「
制
度
の
精

（
密
）
度
」
の
追
求
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

方
策
が
決
し
て
改
革
に
貢
献
す
る
と
は
限
ら
な

い
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
順
序
で
取
り
組
ん
だ

そ
う
で
す
。

　

「
文
化
」
を
創
る
の
は
「
人
」
で
あ
り
、
そ

の
「
人
」
を
鍛
え
る
た
め
に
Ａ
Ｄ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
も
、
浸
透
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
職
員
が
自
分
の
能
力
を
適
切
な
場
面
で

発
揮
し
、
い
つ
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

る
べ
き
か
を
判
断
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
助
け
合

う
風
潮
が
生
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
状
況
を
八
木
沼
氏
は
「
船
頭
多
く
し
て

船
、
山
に
登
る
と
い
う
が
、
自
立
（
自
律
）
し

た
責
任
あ
る
船
頭
な
ら
そ
う
は
な
ら
な
い
。
船

頭
ば
か
り
の
集
団
を
創
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
管
理
職
・
責
任
者
育
成
に
お
い
て
、

ヒ
ン
ト
と
な
る
言
葉
で
す
。

六　

 

改
革
の
現
状
と
制
度
へ
の
落
と
し
込
み

　

「
文
化
」
が
醸
成
さ
れ
た
現
在
、
中
京
女
子

大
学
で
は
そ
れ
を
「
制
度
」
と
し
て
確
立
す
る

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
職
員
と
い
う
職
制
か
ら
、
経
営
管
理

職
員
（
＝
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
へ
と
移

行
し
、
併
せ
て
教
員
サ
イ
ド
か
ら
の
提
案
に
基

づ
く
議
論
の
結
果
、
八
木
沼
氏
以
下
旧
職
員
管

理
職
は
、
事
務
職
員
を
出
自
と
す
る
者
と
し
て

は
初
め
て
、
議
決
権
を
有
す
る
正
規
の
教
授
会

構
成
員
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
く
、
強
い
経
営

管
理
局
（
旧
事
務
局
）
の
実
現
へ
向
け
て
、
高

い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
業
務

以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
い
よ
い
よ
、
教
員
職
か
ら
経
営
管
理

職
員
へ
の
移
行
が
始
ま
り
、
教
員
で
も
職
員
で

も
な
い
第
三
の
職
域
の
完
成
へ
向
か
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

中
京
女
子
大
学
の
事
例
は
、
決
し
て
す
ぐ
に

全
て
の
学
校
法
人
で
取
り
組
め
る
も
の
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
採
用
や
人
材
開

発
の
面
で
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
内
容
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
各
法
人
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
に
即
し
た
改
革
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
の
ご
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

 

（
私
学
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
）
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実学思想の実践
　　カムカムに思う

学校法人　東京農業大学
　理事長　松田　藤四郎

随想

　

カ
ム
カ
ム
と
聞
い
て
も
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
と
思
う
。
朝
日
新
聞
「
ひ
と
」
欄
（
二
〇

〇
三
年
十
一
月
二
十
三
日
）
で
、
こ
の
カ
ム
カ

ム
の
栽
培
普
及
に
成
功
し
た
鈴
木
孝
幸
さ
ん
の

記
事
が
載
っ
た
。
間
も
な
く
健
康
飲
料
カ
ム
カ

ム
ド
リ
ン
ク
が
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、ま
だ
ま
だ
市
民
権
を
得
た
商
品
で
は
な
い
。

　

カ
ム
カ
ム
は
フ
ト
モ
モ
科
に
属
す
る
潅
木

で
、
ペ
ル
ー
の
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
が
原
産
で
あ

る
。
学
名
を
ミ
ル
シ
ア
リ
ア
・
デ
ウ
ピ
ア
と
い

い
、
カ
ム
カ
ム
は
現
地
語
で
あ
る
。
直
径
二
〜

三
㎝
の
丸
い
果
実
を
つ
け
る
。
こ
の
果
実
に
一

〇
〇
ｇ
中
二
八
〇
〇
㎎
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま

れ
て
い
る
。
レ
モ
ン
や
ア
セ
ロ
ラ
な
ど
を
は
る

か
に
凌
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
含
有
量
が
最
も
豊
富
な

天
然
の
果
実
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
秋
も
深
ま
っ
た
頃
、
つ
く

ば
で
麻
薬
栽
培
撲
滅
に
関
す
る
私
的
な
小
集
会

が
あ
っ
た
。
麻
薬
の
原
料
で
あ
る
ケ
シ
や
コ
カ

の
栽
培
を
ど
う
や
っ
て
止
め
さ
せ
る
か
。
そ
れ

ら
に
代
わ
る
代
替
作
物
の
開
発
普
及
に
関
わ
る

話
し
で
あ
っ
た
。

　

計
画
中
一
つ
と
実
践
例
二
つ
が
話
題
提
供
さ

れ
た
。
計
画
中
の
も
の
は
、
タ
イ
北
部
山
岳
地

帯
の
ケ
シ
栽
培
に
代
わ
る
作
物
と
し
て
「
ひ
ま

わ
り
」
を
栽
培
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

実
か
ら
搾
油
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代
用
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
産
・
官
・
学
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
し
た
計
画
で
あ
っ
た
。

搾
油
製
造
過
程
の
技
術
は
確
立
し
て
い
る
し
、

ひ
ま
わ
り
栽
培
も
そ
う
難
し
い
話
で
は
な
い
。

し
か
し
、
経
済
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
六
〇
万
ha
の
栽
培
面
積
が
必
要
だ

と
い
う
。

　

チ
ェ
ン
マ
イ
奥
地
の
標
高
一
二
〇
〇
ｍ
の
山

合
い
に
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
の
農
場
が
あ
る
。
こ

の
農
場
で
は
ケ
シ
に
代
る
作
物
と
し
て
リ
ン

ゴ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
椎
茸
を
と
り
あ
げ
栽
培
実
験

を
し
て
い
る
。
ケ
シ
栽
培
集
落
を
尋
ね
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
商
品
に
な
る
リ
ン
ゴ
や
コ
ー
ヒ

ー
の
栽
培
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら

を
ど
う
や
っ
て
市
場
に
運
ぶ
か
で
あ
る
。
背
負

い
カ
ゴ
を
担
ぎ
、
ひ
と
一
人
通
れ
る
起
伏
の
多

い
山
道
を
二
〜
三
〇
㎞
も
山
づ
た
い
に
歩
く
。

軽
量
で
値
が
高
い
ケ
シ
が
彼
等
に
と
っ
て
最
良

の
経
済
作
物
な
の
で
あ
る
。路
ば
か
り
で
な
く
、

生
活
習
慣
、
ム
ラ
組
織
な
ど
を
無
視
し
て
は
な

に
も
で
き
な
い
。
ひ
ま
わ
り
は
、
面
積
の
確
保

も
含
め
現
地
の
事
情
を
勘
案
し
な
い
机
上
の
プ

ラ
ン
に
過
ぎ
な
い
と
思
っ
た
。

　

次
の
報
告
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
山
岳
地
帯
の

麻
薬
撲
滅
に
取
り
組
ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
話
し
で
あ

っ
た
。こ
れ
は
ケ
シ
に
代
わ
る
作
物
と
し
て「
そ

ば
」
を
選
択
し
、
そ
ば
を
植
え
さ
せ
た
。
収
穫

し
た
そ
ば
を
買
い
取
り
そ
ば
粉
に
し
て
日
本
に

輸
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
ば
の
栽
培

に
は
可
能
な
土
地
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ば
を

植
え
た
こ
と
も
食
べ
る
習
慣
も
な
か
っ
た
。
干

ば
つ
で
輸
出
す
る
ほ
ど
の
量
は
ま
と
ま
ら
ず
、

そ
ば
の
価
格
は
当
初
の
目
論
見
と
違
い
低
迷
し

た
。
双
方
と
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

カ
ム
カ
ム
は
私
が
報
告
し
た
。ペ
ル
ー
の
ラ
・

モ
リ
ー
ナ
国
立
農
業
大
学
と
東
京
農
業
大
学
と

が
姉
妹
校
提
携
し
た
機
会
を
捉
え
一
九
九
七
年

に
ペ
ル
ー
を
訪
れ
た
。
当
時
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・

フ
ジ
モ
リ
大
統
領
（
ラ
・
モ
リ
ー
ナ
国
立
農
大

元
学
長
）
と
ア
ン
デ
ス
高
原
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の

農
村
地
帯
を
専
用
飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

乗
り
継
ぎ
な
が
ら
農
業
発
展
に
係
わ
る
調
査
を

し
た
。
そ
の
時
、
同
行
し
て
く
れ
た
の
が
鈴
木

孝
幸
さ
ん
で
あ
る
。
鈴
木
さ
ん
は
、
東
京
農
大

を
卒
業
後
、
ラ
・
モ
リ
ー
ナ
国
立
農
大
の
大
学

院
に
進
み
、
永
住
の
た
め
に
熱
帯
の
作
物
の
研

究
を
し
て
い
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
現
地
調
査
中
に

現
地
の
人
が
自
生
し
て
い
る
カ
ム
カ
ム
が
健
康

に
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
昔
か
ら
愛
飲
し
て
い

た
話
し
を
聞
き
、
研
究
室
で
分
析
し
た
と
こ
ろ

前
記
の
よ
う
な
成
分
含
有
量
を
確
認
し
た
。
カ

ム
カ
ム
の
自
生
地
は
、
コ
カ
の
栽
培
地
帯
で
も

あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
政
府
は
コ
カ
の
代
替
作
物
と

し
て
バ
ナ
ナ
や
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
転
作
を
奨
励
し

て
い
た
が
、農
民
は
買
い
叩
か
れ
る
と
嫌
っ
た
。

彼
は
接
木
に
よ
る
カ
ム
カ
ム
の
苗
木
作
り
か
ら

始
め
、
移
植
年
か
ら
収
穫
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
、
そ
れ
を
農
家
に
配
布
し
、
果
実
は
約
束
の

値
段
で
現
金
支
払
い
を
し
、
信
用
を
得
た
。
始

め
て
か
ら
八
年
後
の
現
在
は
、
五
千
戸
の
農
家

に
ま
で
普
及
し
、
最
大
二
ha
の
コ
カ
畑
を
カ
ム

カ
ム
に
転
換
し
た
農
家
も
あ
る
。
加
工
、輸
送
、

ゲ
リ
ラ
と
の
交
渉
な
ど
幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た

が
割
愛
す
る
。
鈴
木
さ
ん
の
成
功
は
、
タ
イ
の

ひ
ま
わ
り
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
そ
ば
の
よ
う
に
他

所
の
も
の
を
持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
現
地
の

植
物
、
現
地
の
人
が
利
用
し
て
い
る
も
の
を
基

本
に
し
た
こ
と
、
現
金
支
払
い
で
信
用
を
得
た

こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

彼
は
東
京
農
大
の
モ
ッ
ト
ー
「
稲
の
こ
と
は

稲
に
聞
け
、
農
業
の
こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の

実
学
思
想
を
実
践
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
い
う
考
え
方
を
持
た
な
い
国
際
協
力
者
の

多
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
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私 学 事 業 団 業 務 の ご 案 内

　私学事業団の助成業務（私学振興事業本部）と共済業務（共済事業本部）に関する
主な担当部署をご案内します。

私　　学　　情　　報　　部
データベース課 ☎ 03（3230）7839
学校法人基礎調査、学校法人等基礎調査に関す
ること
Ｅメール：database@shigaku.go.jp
情報サービス課 ☎ 03（3230）7845
私学データ作成システム、「今日の私学財政」閲
覧システム等の提供及びホームページの管理並
びに「今日の私学財政」の編集・刊行
Ｅメール：service@shigaku.go.jp

私 学 経 営 相 談 セ ン タ ー
経営相談班 ☎ 03（3230）7855
教育条件及び経営に関する診断、相談、指導・
助言、会計処理等相談への回答、財務分析の資
料提供等
Ｅメール：center@shigaku.go.jp
経営支援室 ☎ 03（3230）7851
経営困難法人に対する経営分析、再生支援、合
併等の仲介
Ｅメール：shien@shigaku.go.jp

融　　　　　資　　　　　部
融資課 ☎ 03（3230）7861
学校法人等への融資に関する相談、申し込み
Ｅメール：yushi@shigaku.go.jp
債権管理課 ☎ 03（3230）7869
担保・保証人等に関すること
Ｅメール：saiken@shigaku.go.jp

助　　　　　成　　　　　部
補助金課 ☎ 03（3230）7878
私立大学等経常費補助金の交付事務に関すること
Ｅメール：hojokin@shigaku.go.jp
特別補助課 ☎ 03（3230）6835
私立大学等経常費補助金のうち特別補助に関す
ること
Ｅメール：tokuho@shigaku.go.jp
寄付金課 ☎ 03（3230）7890
受配者指定寄付金の受入れと配付、学術研究振
興基金の受入れ、学術研究振興資金の交付
Ｅメール：kifukin@shigaku.go.jp

助　成　業　務

　私学振興事業本部
　〒102-8145
　東京都千代田区富士見1-10-12

　共済事業本部
　〒113-8577
　東京都文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）

業　　　　　務　　　　　部

資格課
学校法人等の異動、加入者・任意継続加入者の
資格取得・喪失、被扶養者の認定、標準給与・
賞与等の決定、加入者証の交付

短期給付課
療養・休業・出産・災害・死亡の給付、付加給
付の決定、損害賠償・業務上災害の調整

掛金課
掛金・任意継続掛金・児童手当拠出金の調定、
掛金の徴収・督促・滞納処分

年　　　　　金　　　　　部

年金第一課
退職・障害・遺族給付の決定、年金額の改定、
基礎年金の進達

年金第二課
年金の支払決定・源泉徴収、年金受給権者の諸
届出、年金額の支給停止・解除、給付金調整、
介護保険料の特別徴収、年金受給権の消滅

福　　　　　祉　　　　　部

保健課
人間ドック利用補助・出産祝品等の保健事業、
加入者の貯金・積立共済年金・共済定期保険、
生涯生活設計支援事業

貸付課
加入者に対する貸付け・償還

広 報 相 談 セ ン タ ー

広報班
共済業務の広報刊行物の編集・発行

相談班
共済業務相談、事務担当者連絡会・研修会の実
施

共　済　業　務
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平成18年４月から障害基礎年金と退職共済年金等の
併給ができるようになります

　平成16年の年金制度改正における基本的考え方の一つである「多様な生き方、働き方に対応し、より
多くの者が能力を発揮できる社会につながる制度とする」ことに対応し、平成18年４月から障害基礎年
金と退職共済年金又は遺族共済年金について併給ができるようになります。これは、障害を有していて
もできる限り能力を発揮し、就労できる環境整備に向けた取り組みが進められていることに年金制度と
しても対応し、就労を年金制度上評価し、障害を有する人が自立した生活を可能とするための経済基盤
を強化する観点からの改正となっています。具体的に障害基礎年金と退職共済年金の併給の例で示すと
次のようになります。

【改正前】【改正前】 
65歳時点で「退職共済年金＋老齢基礎年金」か「障害基礎年金」の額の多い方を選択 

【改正後】【改正後】 

いずれかを選択 

障害を持ちながら自ら働いて掛金を納めたことが年金給付に反映されにくい 

退職共済年金

老齢基礎年金

短い加入者期間、低賃金の場合は
低額になる 

法定免除期間等があれば低額に
なる 

障害基礎年金

障害基礎年金（１級） 

：老齢基礎年金の満額の25％増し

障害基礎年金（２級） 

：老齢基礎年金の満額と同額 

障害基礎年金

退職共済年金
障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みに改正 
具体的には「障害基礎年金＋退職共済年金等」という選択を可
能にすることで働いて掛金を納めた期間を年金額に反映します。

障害基礎年金のみの
方が高くなり、障害
基礎年金のみを選択
するケースが多い 

　

先
般
、
私
学
事
業
団
で
実
施
し
て
い

る
共
済
定
期
保
険
及
び
団
体
信
用
生
命

保
険
の
幹
事
会
社
で
あ
る
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
に
対
し
、
金
融
庁
か

ら
不
適
切
な
保
険
金
・
給
付
金
の
不
払

い
を
主
因
と
し
て
、
行
政
処
分
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
共
済
定
期
保
険
及

び
団
体
信
用
生
命
保
険
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
不
適
切
な
保
険
金
等

の
不
払
い
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
共
済
定
期
保
険
及
び
団
体
信

用
生
命
保
険
は
、
団
体
向
け
保
険
に
該

当
し
、
保
険
金
等
の
支
払
可
否
に
つ
い

て
は
、
当
事
業
団
に
通
知
さ
れ
、
確
認

を
行
う
態
勢
を
と
っ
て
お
り
、
今
後
も

適
切
な
保
険
金
等
の
支
払
い
が
で
き
る

よ
う
指
導
・
監
督
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

共
済
定
期
保
険
及
び

団
体
信
用
生
命
保
険

に
つ
い
て
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共済事業の年間報告（平成17年）

■長期給付分掛金率の改定（４月１日）

　平成16年度に行った財政再計算の結果等を踏まえて、
長期給付分掛金率を４月以降５年間にわたり毎年
3.54/1000ずつ引き上げることとしました。
　その結果、17年度の長期給付分掛金率は108.14/1000
になりました。

■年金額の改定（４月１日）

　平成17年度の年金額（特例水準）は16年の年平均の全
国消費者物価指数の変動率が0.0％となったことにより
16年度と同額になりました。

■年金制度の改正（４月１日）

◇ 60歳台前半の在職中の年金支給の見直し
　在職中の退職共済年金等の支給額は、一律に年金額（職
域部分及び加給年金額を除く）の２割を停止し、その２
割停止後の年金額と総給与月額相当額により算出してい
ましたが、この年金額の一律２割停止の仕組みが廃止さ
れました。

◇ 退職共済年金定額部分の上限月数の見直し
　退職共済年金における定額部分の額を算出する際の加
入者期間月数の上限が、生年月日に応じて改められまし
た。

◇ 育児支援措置の拡充
・育児休業中の掛金免除期間の対象となる子の年齢が
「１歳未満の子」から「３歳未満の子」に延長されま
した。また、掛金免除の始期が「申し出た月」から「育
児休業を開始した月」に変更となりました。

・育児休業終了後は１等級の差でも復職後の給与で標準
給与の改定が可能となりました。

・養育期間中に給与が下がった場合でも年金の算定にお
ける従前標準給与の月額が保障できることとなりまし
た。

　

■任意継続加入者の標準給与上限額の改定
　（４月１日）
　任意継続加入者の標準給与月額の上限が、平成17年度
は383,000円となりました。

■個人情報保護法の施行（４月１日）

　独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法
律（平成15年法律第59号）が全面施行されました。私学
事業団では、この法律を適正かつ確実に執行し、私学事
業団の保有する個人情報の保護に努めています。

■社会保障協定の発効

◇日韓社会保障協定（４月１日）
◇日米社会保障協定（10月１日）
　日本と韓国及び日本とアメリカとの間で社会保障協定
が発効されたことに伴い年金制度の二重適用が回避され
ることになりました。
　また、アメリカとの間では年金制度に加え医療保険制
度も協定の適用対象とされました。

□生涯生活設計セミナーを開催
　生涯生活設計セミナーを全国のガーデンパレス８か所
と金沢宿泊所「兼六荘」で７月～８月に開催しました。

□海外研修旅行を実施
　夏期（７月～８月）は８コ
ースを実施しました。冬期（12
月～１月）は２コース実施し
ます。

□私学共済事務担当者連絡会、研修会を開催
　連絡会は平成16年度第２回を１月25日～２月24日、17
年度第１回を６月７日～７月１日に実施しました。また、
研修会は17年度第１回を７月20日～８月11日に開催しま
した。

リオデジャネイロ
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那須　那須白雲荘 〒325－0301　栃木県那須郡那須町湯本206－314
0287（76）4588

いよいよスキーシーズンの到来です
　那須白雲荘の近くには、ファミリースキー場・マウントジーンズスキー場があり初心者から上級者まで楽しむことがで
きます。また、温泉で日々の疲れを癒してはいかがでしょうか。那須白雲荘には、露天風呂もあり、雪を見ながらの温泉
もまた格別です。近隣にはテーマパークや美術館がいっぱいです。この機会にぜひ那須白雲荘にお越しください。

平日　　7,000円
休前日　7,500円

冬・格安プラン
（１泊２食）

平成17年 12月１日～18年 3月 19日
（年末年始を除く）

１泊目　　　4,000円
２泊目　　　3,500円
３泊目以降 　3,000円

滞在型洋室プラン
（素泊り）

通年適用
（年末年始、春・夏休み、GWを除く）

冬の金沢　山海の幸に恵まれた「食の都」
新鮮な魚介！冬こそ旨い　冬の味覚を食べ尽くそう

マウントジーンズスキー場

鎌倉　あじさい荘 〒248－0021　鎌倉市坂ノ下25－4
0467（22）3506

　長谷は鎌倉の中でも数多くの作家や歌人たちが滞在し、移り住み、これら鎌倉文士の足跡が残る地です。
　鎌倉大仏の高徳院には、与謝野晶子句碑や金子薫園歌碑があり、あじさい荘のそばにある御霊神社の裏で生活した国木
田独歩はここで「鎌倉日記」などを発表し、芥川龍之介は由比ガ浜に移り住み、数々の名作を残しています。
　鎌倉文学館は加賀百万石の旧藩主前田侯爵家別邸で、三島由紀夫の「春の雪」はこの別荘をモデルに描かれています。
　いつ訪れても新しい発見ができる鎌倉の散策や、江ノ島探訪の拠点に便利なあじさい荘をぜひご利用ください。

１名様　　8,085円

通常プラン
（１泊２食）

通年適用
（年末年始を除く）

１名様　　9,870円
　　　　　　　　　　　　　（席料含む）

宴会・宿泊プラン
（１泊２食）

10名様以上の小団体対象

通年適用
（年末年始・夏季期間を除く）

平成17年 12月 1日～18年 2月 28日
（年末年始を除く）

鎌倉大仏

兼六園の雪吊り

鎌倉文学館

金沢　兼六荘 〒920－0918　金沢市尾山町6－40
076（232）1239　　　http://www.kenrokusou.com/

兼六荘は、金沢の観光に最適な立地！
　金沢市のほぼ中心に位置する兼六荘は、日本三大名園の一つである兼六園や
前田利家公を祇る尾山神社、さらに金沢市民の台所近江町市場や金沢の繁華街
香林坊へ歩いていける場所にあります。北陸の古都へぜひお出かけください。

１名様　　8,000円
　　　　　　　（２名でツインルーム使用）

１名様　　9,000円
　　　　　　　　　（シングルルーム使用）

１泊２食プラン
１名様　　4,500円

　　　　　　　　　（シングルルーム使用）

ウインタープラン
（朝食付）

は　せ

通年適用
（年末年始を除く）

宿泊施設のご案内

この他、竹久夢二館観覧と湯涌温泉入湯
券がセットになったプランもあります。

インターネット宿泊予約ができます。
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軽井沢　すずかる荘 〒389－0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉3607
0267（45）7311

冬の軽井沢は光のページェント
　明治19年、カナダ生まれのアレクサンダー・クロフト・ショーによって見出され
た軽井沢。夏だけではなく、クリスマスシーズンもお勧めです。都会とは闇の深さ
が異なり、町を彩るイルミネーションの輝きと美しさは格別です。
　また、早朝の散歩に、真っ白に雪を被った浅間山の眺めの素晴らしさを感じつつ、
枝を飾る霧氷、幻想的なダイヤモンドダストは、この時期にしか見ることのできな
い厳しい冬ゆえの美しい景色です。
　霧氷は、厳寒期の夜に発生する霧が夜
半から夜明け前にかけて木の枝などに凍
りついてしまう現象であり、ダイヤモン
ドダストは、空気中の水蒸気が瞬間的に
凍り、辺りがきらめいて見える現象です。
　このすばらしい冬景色をご覧いただけ
るよう、今年もウィンタープランをご用
意しております。

大人　　7,400円
子供　　4,600円

ウィンタープラン
（１泊２食）

平成17年 12月１日～18年 3月 31日
（年末年始を除く）

２名様以上でお申し込みください

鬼押出しと浅間山

Ｂコースのイメージ

道後温泉本館

〒683－0001　米子市皆生温泉3－15－50
0859（22）8731

冬のプランいろいろ
　日本有数の水揚げを誇る境港
より、直送の冬の名物松葉ガニ
（ズワイガニ）と評判の塩湯の
温泉をお楽しみください。

Ａコース（１名様）　14,850円　松葉ガニ一杯（大）・カニ鍋と会席フルコース
Ｂコース（１名様）　13,850円　松葉ガニ一杯（中）・カニ鍋とミニ会席
Ｃコース（１名様）　11,850円　カニ鍋とミニ会席

松葉ガニプラン（１泊２食）

期間限定 平成18年 3月 31日まで（年末年始を除く）

２名様より　11,850円　
会席料理のお刺身が豪華６点盛り

境港お刺身プラン

平成18年 3月 31日まで期間延長
（日祝日・年末年始を除く）

１名様　9,850円　
味・量ともご好評戴いております

皆泉荘宿泊プラン
（１泊２食）

通年適用（年末年始を除く）

通年適用（年末年始を除く）
通年適用

（年末年始を除く）

道後　しらさぎ荘 〒790－0836　松山市道後鷺谷町4－9
089（941）7161

１名様　　4,000円

１名様　　7,900円
8,900円
9,900円

湯う湯うプラン
（１泊２食）

ビジネスプラン
（１泊朝食）

皆生　皆泉荘
かい

かい せん そう
け

＊２連泊・３連泊にはさらにお得な割引があ
りますので、予約の際にご確認ください。

白鷺が足の傷を癒したという伝説が残る道後温泉
　日本最古の温泉として3000年の歴史を刻む温泉郷のシンボルである道後温泉
本館は、明治27年に建てられ、木造三層楼の堂々たる姿は、国の重要文化財に
指定されています。
　最近、道後温泉で人気を集めているのが足湯や手湯。放生園※など無料で利用
できるところが増えており、気軽に温泉気分が楽しめます。
　※道後温泉駅前にあり、足湯のほか
カラクリ時計等があります。

＊道後温泉本館入浴券付き、食事の内容により
　３種類のコースがあります。

名湯で旅の疲れを癒す

宿泊施設のご案内 インターネット宿泊予約ができます。
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酉 戌 ガーデンパレスの年末年始期間中の営業
会　館　名

営　　業　　日 年末年始期間中の
宿泊料金 備　　　考

12/28 29 30 31 1/1 2 3

北海道会館
「札幌ガーデンパレス」
☎ 011（261）5311

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通常料金
・洋食レストランは通常営業
・四川飯店は１月１日から通常営業
・正月は御神酒を用意しております

宮城会館
「仙台ガーデンパレス」
☎ 022（299）6211

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 通常料金 ・洋食レストラン・和食堂は通常営業

湯島会館 予

「東京ガーデンパレス」
☎ 03（3813）6211

○ △
※

○ ○ ○ ○ ○
特別料金（１泊朝食）
　シングル　12,000円～
　ツイン　　23,000円～

・特別料金期間12月31日～１月３日
・洋食レストラン・和食堂は正月限定
メニューとなります

愛知会館
「名古屋ガーデンパレス」
☎ 052（957）1022

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常料金
年末年始宿泊スペシャルプラン

（１泊２食）
１名様　12,600円～
（２名様１室でご利用の場合）

・洋食レストラン・和食堂は期間中
21：00まで営業

・12月31日の宿泊者には年越そば無料
サービス

京都会館 予

「京都ガーデンパレス」
☎ 075（411）0111

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特別料金（１泊２食）
　シングル　17,902円～
　ツイン　　34,650円～

・特別料金期間12月31日～１月３日

大阪会館 予

「大阪ガーデンパレス」
☎ 06（6396）6211

△ × × ○ ○ ○ ○
特別料金（１泊２食）
　シングル　12,000円～
　ツイン　　24,000円～

・特別料金期間12月31日～１月４日
・洋食レストラン・和食堂は通常営業
　（和食堂は正月限定メニュー）

広島会館
「広島ガーデンパレス」
☎ 082（262）1122

△ × × ○ ○ ○ ○ 通常料金 ・和食堂は通常営業

九州会館 予

「福岡ガーデンパレス」
☎ 092（713）1112

△ × ○ ○ ○ ○ ○

通常料金
年末年始宿泊プラン

（１泊２食）
１名様　11,000円～

・和風レストランは通常営業
　（12月31日～１月３日は正月限定メ
ニュー）

○＝営業　×＝休館　△＝チェックアウトまでの営業　予＝予約制　　※10：00チェックアウトとなります。

健康増進・介護相談サービス
　東京臨海病院では健康増進・介護相談サービスを実施しています。健康上の不安や家族を介護するうえでの悩みな
どについて、経験豊富なスタッフが直接お答えするホットラインです（相談内容によっては、医師と相談のうえお答
えいたします）。
　プライバシーは厳守いたしますので、安心してご相談ください。

＊携帯電話・PHSからのご相談はできませんのでご注意ください。

専門の相談員がじっくり
と耳を傾け、ご一緒に問
題の解決にあたります。

相談を受けられる人
① 加入者（任意継続加入者
を含む）及びその家族

② 年金者及びその家族

東京臨海病院　医療福祉相談室
　0120-684550

プライバシーは厳守されるので安心です。

相談できる日時

（土・日・祝日及び
　12/29～1/3を除く）

月曜日から金曜日
午前９時から午後５時

相　談　費　用

通話料、相談料ともに無料

相談できる内容

健康相談、介護相談、介護情報
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〒 113-8577 東京都文京区湯島１-７-５　☎ 03（3813）5321 （代表）
共済事業に関するお問い合わせは共済事業本部まで 電話番号を間違えないようにお願いします

http://www.shigakukyosai.jp/

12月の共済事業スケジュール

アイリスプラン
貸付

貯金

翌月22日送金申込締切
３月利用予約締切

医療・傷害補償コース・
申込・任意償還申出締切

送金

送金
払戻・解約請求締切

脱退申出等締切

貸付
海外保養施設

貸付
貯金
積立共済年金

２日（金）

９日（金）

28日（水）

20日（火）

22日（木）

15日（木）

貸付 送金

貯金 払込期限〔必着〕

介護補償コース加入申込締切

賞与等支給報告書の記入上の注意

　賞与等支給報告書は、登録されている賞与等支給予定
月の前月に学校法人等へ送付します（磁気媒体校及び電
算用紙校は除く）ので、賞与等を支給した日から（同一
月内に賞与等の支給が複数あった場合は合算し、最後に
支給した日から）５日以内に提出してください。なお、
賞与等の支給がない場合は提出の必要はありません。
　賞与等支給報告書の記入については、平成14年度改定
版「様式用紙等の記入例集」22ページを参照し、支給年
月や賞与等区分の記入漏れに注意してください。また、
賞与等支給報告書に記載されている加入者に賞与等の支
給がなかった場合は、０円とは記入せず個人番号から賞
与等区分までを二重線で抹消してください。

私学共済相談員研修会を開催

　10月６日（木）と７日（金）の２日間、東京ガーデン
パレスで私学共済相談員研修会を開催しました。
　今回は、①日米社会保障協定に係る適用　②高齢受給
者証の交付　③年金の併給調整　④団体信用生命保険を
中心に研修を行いました。
　相談員制度は、事務担当者や加入者等の皆さんを対象
に地域の事務サービスの不足を補うことを目的として設
けています。ぜひご利用ください。相談員一覧表は事務
の手引1146ページを参照してください。
相談時間／月曜日～金曜日（午後１時～４時）

　加入者向広報「レター」１月号等を１月中旬に学
校法人等あてに送付します。

住宅取得資金に係る借入金の
年末残高等証明書の再交付

　再交付が必要な人は、「残高証明書の再交付願」（任意の
用紙に学校法人等代表者印のあるもの）に再交付を必要と
する理由を記入のうえ貸付課償還係へ提出してください。

積立共済年金「積立金残高明細一覧表」の廃止

　毎年１月初旬に各学校法人等へ積立共済年金にかかる
「積立金残高明細一覧表」を送付していますが、個人情報
保護法の施行に伴い、平成17年度から、廃止といたします。
　なお、個人あての17年度「積立金残高のお知らせ」は、
12月初旬に送付します。

私学共済制度関係法令集配付申込締切

　本誌11月号でお知らせしましたとおり、平成18年度以
降の関係法令集の配付方法が変更となります。配付を希
望する学校法人等は、「私立学校共済制度関係法令集配
付申込・中止依頼書」を12月10日までに共済事業本部
広報班あてに提出してください。

12月の事務処理

　年内の共済業務の書類等の受付及び処理は、次のとお
りです。
◇資格関係
・加入者証等の交付は、12月13日（火）受付分までを年
内に発送します。
・資格関係の異動報告は、12月15日（木）受付分までを
12月分の掛金で調定する予定です。
◇短期給付関係
　　短期給付関係の請求は、11月25日（金）受付分まで
を年内に送金する予定です。
◇貸付関係
　　貸付けの申し込み等は、12月15日（木）受付分まで
を１月４日（水）に送金します。年末の業務は28日（水）
までのため、不備のないよう早めに申し込んでくださ
い。送金等については、申込書類等に不備等がないこ
とを前提としていますので、書類は余裕をもって提出
してください。

１月の共済事業スケジュール

掛金　11月分納期限

貯金

貸付

払込期限〔必着〕

申込・任意償還申出締切

４日（水）

10日（火）

13日（金）

貸付　送金
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◇共済事業に関するお問い合わせは、共済事業本部まで　☎ 03（3813）5321（代表）
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◆助成業務の融資金利表（平成17年11月10日現在）

融資費目
返済期間

備　　　　考20年以内
（内据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

年 % 年 %

一般施設費

2.0 1.5
校（園）舎、体育館、遊戯室
等の新・増・改築、買収等
校（園）地の買収、造成等

1.8 1.5 研究高度化関連施設等

1.7 1.5 私立大学ハイテク・リサーチ・
センター等整備事業

1.7 1.5 防災（地震）対策費
1.7 1.5 沖縄分（専修・各種学校を除く）

災害復旧費 1.3 － 特別災害を含む
公害対策費 1.7 － アスベスト対策等

特別施設費
2.1 － 寄宿舎、セミナーハウスの新築等
1.7 － 国際交流施設
1.7 － 障害者利用施設

教 育 環 境

整 備 費

５年６か月以内
（内据置６か月） 1.0 校教具、通園バスの購入等

10年以内
（内据置２年） 1.5 大型設備・情報技術整備等

10年以内
（内据置２年） 1.2 過疎高校

４年・６年以内
（内据置１年） 1.2 私大奨学

※金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

急な不動産買収事業にも対応可能
～平成17年度　融資申込み受付中～
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第５回私学振興債券の概要
発 行 額 金70億円
各債券の金額 1,000万円及び１億円の２種
債券の形式 無記名式利札付に限る。
利 率 年1.72％
発 行 価 額 額面100円につき金99.98円
償 還 金 額 額面100円につき金100円
期 限 10年（平成27年９月25日償還）
利 払 期 日 ３月、９月の各25日
募 集 期 間 平成17年11月８日（火）
払 込 期 日 平成17年11月21日（月）
担 保 一般担保

本債券の債権者（以下「本債権者」という。）は、
日本私立学校振興･共済事業団法により日本私立学
校振興･共済事業団の財産について他の債権者に先
立って自己の債権の弁済を受ける権利を有する。
ただし、当該先取特権の順位は、民法の規定によ
る一般の先取特権に次ぐものとする。

引受会社団 野村證券株式会社を主幹事とする引受シンジケート団
受 託 会 社 株式会社三井住友銀行
応募者利回り 年1.722％


